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利根･沼田の教育
『子どもの意識をつなぐ授業づくりを…』

利根教育事務所長 富田 孝

「授業づくりで一番大切にしていることは何ですか？」と聞かれることがあります。私は決まって「線(せん)を大切にします。」と

答えています。子どもの意識を「線(せん)」でつないで、１時間のめあてに導いていくこと、授業づくりの軸であると考えています。

授業づくりを進める上で、子どもの意識を大切にすること。自分では分かっているつもりでも実際の授業の中で見取っていくこと

の難しさを、若い頃は日々感じていました。諸先輩方からは、「まずは、発問をする際に、それに対して子どもがどのように考えるの

か、指導者なりの見通しをもって発問することが大切です。そうすれば、子どもの意識をいかに教師側の見方だけで考えているのか

が見えてきます。子どもの反応一つ一つから、その子どもなりの意識がどのようなものであるのか日々学んでいくことが大切です。」

と助言をいただきました。教員として勤務していた頃は、このことを心掛けて授業づくりを進めてきました。子どもたちの深い意識

が見えるようになってきたのは、その後何度も授業で失敗を重ねてからだったように思います。

新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の実現が重視されています。この実現に向けて学校現場では授業改善が進めら

れているところです。「主体的・対話的で深い学び」は子ども一人一人に実現されていくものです。そのためには、まず教師の発問に

対して、子ども一人一人がどのような考えをもつのか、また、異なる二つの考えをもった子どもが対話をするとどのような考えが見

いだされてくるのか、これは私たち指導者が、学習の展開に沿って、子どもの意識がどのように変化していくのか見通しをもってお

くことを大切にしなければなりません。「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、改めて子どもの意識をつなぐ授業づくりを、

私自身じっくり考えなければならないと感じています。

また、現在「ICTの活用による教育イノベーション」の推進によって、１人１台端末の活用が各学校で進められています。子どもた

ちの考えを端末の画面上で共有したり、個々の端末でシュミレーションの動きを観察したりと、様々な試みを通してICT機器活用の可

能性を広げていただいています。ICT機器の活用に際しても、大切なことは、授業に機器を取り入れることで、子どもたちが自分の考

えを深めたり、広げたり、よりよくねらいを達成することができるようになったりすることです。ICT機器が有効に働くかどうかは、

子どもの意識に沿った授業がしっかり構想される中で、どの場面で、どのようにICT機器使うことが効果的であるのか、十分に練って

おくことで、軸のブレない、ICT機器が手立てとして有効に働く授業が展開されていくものと考えます。

現在コロナ禍において、学校現場では子どもたちを守るために、感染防止対策や教育活動の見直し、子どもたちの心のケア等にご

尽力いただいていることに、感謝申し上げます。様々な対応に追われる時であるからこそ、日々の学校生活や授業づくりといった基

本的なことに、改めてしっかりと目を向けていくことの大切さを感じているところです。今日の学びが子どもたちの未来につながる

ことを信じながら、これからも子どもの将来につながる線を大切にした教育実践を積み重ねていっていただきたいと考えています。
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道徳の授業でＩＣＴ、特に１人１台端末を活用してみたいと思っています。授業の導入で、生徒に関心をもたせるために、

動画資料を見せたいなとは思っているのですが・・・。他に何か良いアイデアはありませんか。

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を図ることが大切です。その実現に向けて、ＩＣＴを活用し、全ての子ども

たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるための「『はばたく群馬の指導プランⅡ』ＩＣＴ活

用Version」（以下「はばプラⅡＩＣＴver.」）が完成しました。そこで、ＩＣＴを活用した『授業改善』のポイントについて、「は
ばプラⅡＩＣＴver.」を基に紹介します。

道徳の授業は、話合いを通して個人の道徳的価値の理解を深めることが大切です。そこに上手くICT
を活用させていきたいですね。

そこが難しくて…。これまで行ってきた授業では、生徒が「本音」を言い合うような話合いが

できていないんですよ。ICTを使って、一人一人の意見を生かした授業がしたいと思っています。

なるほど、ICTを使った「個別最適な学びと協働的な学び」を実践したいということですね。

校長
それでは、群馬県教育委員会が示している「はばプラⅡICTver.」を参考に授業づくりを考えてみましょう。

学校教育係 ICTを活用した『授業改善』 ～｢『はばたく群馬の指導プランⅡ』ICT活用Version｣を活用して～

なるほど！「はばプラⅡICTver.」は、全ての教科等で展開例とともに、ICTの活用例が個別最適な学び
と協働的な学びに分けて、大事なことが示されているのですね。

それでは、「はばプラⅡICTver.」道徳編を基に、ICTを活用した授業を「導入」から考えてみましょう。
道徳編（「はばプラⅡICTver.」道徳編参照）を見ると「教材に関心をもたせるために、動画資料を視聴させた
り、扱う道徳的価値への事前意識に関するアンケート結果をグラフにして可視化したり…」等がありますがどう

ですか。考える際には下記の「道徳科の授業構想のポイント」も大切にしましょう。

「『はばたく群馬の指導プランⅡ』ICT活用Version」は、群馬県総合教育センターのＨＰからダウンロードする
ことができます。随時更新もされています。また、本事案は、管内の実践推進校の授業を基に作成しています。

総合教育センターのＨＰの実践事例にも載っていますので、参考にしてください。

そうですね。アンケートよりも個人の考えがはっきりしますね。また、

授業後の意識の変化を見るためにも良いですね。評価にもつなげ

ることができそうです。

このように、道徳編の例示に限らず、教師の意図に沿って

適切なＩＣＴの活用を考えていくことが大切ですね。

次に「展開」です。最も大事なのは「中心発問」に対して、生徒が

どのように道徳的価値に迫っていくかですね。

ここでもカード機能を使えそうだけど、ばらばらの考えだと話合い

が深まらないし、ワークシートに書いて発表させても同じですかね。

付箋なら画面上で移動もできるので、同じ意見を並べたり、異なる意見を比

較したり、考えを積み重ねたりすることで、一人一人の考えが深まっていく

と思います。さらに、考えを深めるために、全体の場での問い返し

やゆさぶり等の補助発問も大切になりますね。

このように「はばプラⅡICTver.」の例示を基に、教員同士の話合いを通して、効果的なＩＣＴを活用した授業づ
くりができます。さて、今回の授業づくりから見えてきた『ＩＣＴを活用するときのポイント』を２つ挙げます

ので、みなさんも心掛けてください。

この方法で話合いをすれば、課題だと思っていた生徒の「本音」

を引き出せそうです。

①身に付けさせたい資質・能力を基に、授業構想を練ること

②ＩＣＴのよさを把握し、構想した授業の中で活用の目的や有効に活用
できる場面を明確にして使用すること

「導入」では生徒に関心をもたせるために動画資料を見せたいなと考えて

いましたが･･･。生徒に問題意識をもたせることが大切なので、

アンケートをとって結果を示すというよりは、今の個人の考え

をはっきりさせたいと思います。

それでは、授業支援ソフトのカード機能を使って問題意識を記入させ、全員

がその状況を閲覧できるようにしたらどうですか。「みんなはこんな風に考

えているんだ」と自分との違いに気付き、本時で扱う道徳的価値に

ついて問題意識をもってくれると思います。

書いたものを発表し合うだけだと、発言力のある生徒の意見が中心になって

しまいますね。道徳編に例示されているように、キーワードだけを

書かせて話し合うという方法はどうですか。

そうか、今度は付箋機能を使って、キーワードによる話合いが

できそうです。
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